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スズキは2002年3月に「スズキ地球環境憲章」を制定し、企業の存続と持続的発展
が可能な社会の実現を目指して、環境に配慮した取り組みを推進しています。
ここではスズキの環境に関する取り組みについて紹介します。
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環 境に配慮した企業経営

環境に配慮した企業経営／01 スズキ地球環境憲章

　事業活動を営む上で環境に配慮した取り組みを行うことは企業経営における最重要課題のひとつであり、スズキはグループ
会社を通してグローバルな取り組みを進めています。

01 スズキ地球環境憲章

スズキは、グループ全体の環境への取り組みの基本となる考え方として、2002年3月に「スズキ地球環境憲章」を制定しました。その

後、2006年12月に、取り組み内容を整理して、より簡潔で普遍的なものへと改訂しました。

【環境理念】

【環境基本方針】

美しい地球と豊かな社会を次の世代に引き継いで行くために、
一人ひとりの行動が地球の未来を左右する大きな力を持つことを自覚し、
地球環境保全に取り組んでいきます。

●環境法規を遵守し、自主基準の運用を推進します。
●事業活動及び製品の環境負荷を積極的に低減します。
●環境管理体制を整備し、継続的に改善していきます。
●環境コミュニケーションを積極的に推進します。

スズキ地球環境憲章
（2006年12月改訂）

スズキの環境に関する取り組み
「地球温暖化」「環境負荷物質」「資源循環」など、スズキを

取り巻く環境課題は刻 と々変化しつつあります。

これらの環境課題への対応と企業成長の両立は、企業の

存続に関わる重要な経営課題として捉え、販売会社・製造会

社・非製造会社などのスズキグループ会社を通してグローバル

に環境問題に取り組んでいます。

●スズキを取り巻く環境課題

環境マネジメント

地球温暖化

スズキグループ
（１７9社※）

環境負荷
物質

大気環境

※2009年3月末現在

資源循環
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環境に配慮した企業経営／02 環境組織の活動推進

02 環境組織の活動推進

環境組織
スズキは、グループ全体の環境管理体制における最高決定機関として、2001年4月に「スズキ環境委員会」を設置しました。

スズキ環境委員会は年2回開催され、環境方針や中長期環境目標の策定、既存課題の進捗確認、緊急課題への対応方針の決定

などを行っています。

スズキグループの環境組織図

スズキ環境保全取り組みプラン
スズキは、環境への取り組みの中長期目標として、1993年

に「スズキ環境保全取り組みプラン」を策定しました。2007年

12月には社会状況の変化に応じた目標整理・見直しを行い、

「スズキ環境保全取り組みプラン（2007年度改訂版）」を策

定しました。

このプランに基づいて各本部やグループ会社はPDCA※を

行い、グローバルな環境取り組みを進めています。
※PDCAとは、Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（見直し）を一
つのサイクルとした取り組み手法です。単なる計画と実行だけでなく評価と
見直しまで行うことで、効果や反省をフィードバックさせ、常に改善しながら取
り組むことができます。

2009年8月現在

環境会議
社内工場の環境管理を向上させるため、月に1

度、工場技術担当課長会議を行っています。この場

にはスズキの全工場の技術担当課長が集まり、環

境保全計画の改善事例や全工場に関連する事項

などについて現場で現物を確認しながら討議してい

ます。

ここで確認・討議された内容は各工場に展開され、

スズキの環境活動に役立っています。
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環境に配慮した企業経営／02 環境組織の活動推進

環境目標と実績
2008年度 2009年度

目　標 実　績 目　標

環境に配慮した
企業経営

環境
マネジメント

環境マネジメン
トシステム導入
の推進

海外製造会社2拠点3工場で
ISO14001を認証取得する

海外製造会社1拠点でＩＳＯ
14001を認証取得に終わった

引き続き海外製造会社でＩＳＯ
14001認証取得を推進する

環境に配慮した
製品開発

地球温暖化

燃費向上

【四輪車】
2015年燃費基準を見据えて
今後の燃費向上計画をまとめ、
燃費改善の取り組みを行う

2008年度国内販売車の
平均燃費を、19.0Km/Lから
19.4km/Lに向上させた

エコカー減税対象車の拡大
2015年燃費基準を見据た
燃費向上の推進

【二輪車】
キャブレター車のＦＩ（フューエ
ルインジェクション）化を更に
進めていく
FI化により燃費を５％向上させる

国内２機種をＦＩ化し、
この結果、国内／欧州
全機種FI化を達成した

さらなる燃費向上の推進

【船外機】
エンジン、プロペラ効率の
向上と航走抵抗低減により、
従来機種比10％燃費を向上
させる

2008年度発売された新型
DF70/新機種DF80/新型
DF90全てで10%燃費向上
を達成した

新エンジン設計により、
従来機種比10％燃費向上
の推進

次世代燃料
自動車の開発
※2008報告書で
は、“クリーンエネル
ギー車”という名称
で報告

天然ガス自動車の普及
のため、国内だけでなく
グローバルな展開を図る

【四輪】
天然ガス自動車については、
近年中に海外での発売を
目指し開発中

その他の次世代燃料自動車
については、グランドビターラ
とジムニーのアルコール燃料
（Ｅ２５）対応車をブラジル向
けに発売
燃料電池車SX4-FCVの
大臣認定取得し、公道試験中

【その他】
燃料電池セニアカーMIOの
実証試験用車両を開発し、
実証試験中

次世代燃料自動車の
開発推進

大気環境
排ガス規制
対応

【四輪車】
2005年（平成17年）排出ガス
規制（新長期規制）☆☆☆☆
認定車を普及拡大する

新長期規制☆☆☆☆認定車
を普及拡大した
（乗用車の☆☆☆☆認定車の
販売割合を5％拡大）

新長期規制☆☆☆☆認定車
の普及拡大
JC08・OBD※1　 Ⅱの早期対応
を推進

【二輪車】
欧州規制対応車および国内
2006/7年（平成18/19年）
規制対応車を普及拡大する

国内／欧州の全機種につい
て、規制対応を達成した

新型車で欧州規制対応
および国内2006/7年
（平成18/19年）規制対応

【船外機】
NTEゾーン規制に対応する 新機種DF8/9.9を開発し

NTEゾーン規制認証取得準
備を進めた

なお、2008年度発売の新型
DF70/新機種DF80/新型
DF90では、EPA※2　 2次規
制、カリフォルニア排ガス規
制、国内自主規制値をクリア
した

各国排ガス規制対応の推進
中でもEPA2次規制の最終
対応年2013年に向かって
順次対応
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環境に配慮した製品開発／01 燃費の向上

環境に配慮した製品開発
　「消費者の立場になって価値ある製品を作ろう」の社是のもと、常にお客様の立場に立った“ものづくり”に情熱を注ぎ、環境
に配慮した製品の研究・開発に取り組んでいます。

四輪車
スズキは地球温暖化の原因とされるCO2排出量の削減のため、燃費向上を重視した製品の開発・改良に取り組んでいます。2008

年度に発売したワゴンR、ラパンなどで2010年度（平成22年度）燃費基準＋２５％を達成しました。

■国内燃費の向上
（1）重量区分別平均燃費

2008年度は、乗用車2010年度（平成22年度）燃費基準

を、スズキが販売した５重量区分中３区分で達成しています。

軽量クラス（875kg、1,000kg）にて、いっそうの燃費向上

を図ることができました。

なお、燃費は軽量な車ほど良くなる傾向にあります。スズ

キは、軽量な車（軽自動車、コンパクトカー）をより多くのお

客様に提供することで、車社会全体の燃費向上に貢献し

ています。

（2）代表機種の燃費
スズキの代表機種ワゴンＲは軽ハイトワゴントップクラス

の低燃費※１　 で、２WD・CVT車で２３．０km/L※2　 の低燃費

を達成しました。

※１　全高1,550mm以上のハイト型２BOX軽自動車クラス
（2008年9月現在スズキ調べ）

※2　燃料消費率は定められた試験条件での値です。お客様の使用環境
（気象・渋滞等）や運転方法（急発進・エアコン使用等）に応じて燃
料消費率は異なります。

（3）2010年度（平成22年度）燃費基準に対する　
適合型式数と出荷実績
スズキは、2008年度発売機種において「2010年度燃

費基準」に2009年3月末時点で、16機種35型式を適合さ

せています。

適合機種の2008年度出荷台数は611,644台で国内

出荷台数の91%に達しました。

01 燃費の向上

スズキ生産ガソリン乗用車の重量区分別平均燃費の推移
（2004年度以降はOEM車を除く）
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※2

【2008年度の「2010年度燃費基準」適合機種】
「燃費基準達成車」 １２機種 23型式

「燃費基準＋5％達成車」 ８機種 12型式
「燃費基準＋10％達成車」 ８機種 10型式
「燃費基準＋15％達成車」 ７機種 8型式
「燃費基準＋20％達成車」 ４機種 5型式
「燃費基準＋25％達成車」 ４機種 5型式
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環境に配慮した製品開発／01 燃費の向上

二輪車
スズキは地球温暖化の原因とされるCO2排出量の削減のため、燃費向上を重視した製品の開発・改良に取り組んでいます。

■製品全体の取り組み
燃料の供給方式は、従来のキャブレターに替わり、より最適な燃料制御が可能なFI※1　（電子制御燃料噴射装置）の採用を進めてき

ました。２００８年度において、国内、欧州向けの全ての機種でＦＩを採用しました。

※1 FI ： Fuel Injection

■製品事例の紹介
2008年9月に欧州向けとして発表したSFV650では、燃費向上のため、スズ

キ独自のアルミめっきシリンダ（SCEM※2　 シリンダ）をはじめ、ピストンリング低張

力化、動弁系軽量化、点火系の2プラグ化（気筒当たり）、イリジウムプラグ、点

火制御改良、インジェクタ微粒化、等を採用し、ベース車両（SV650）に対して、

燃費が約１０％※3　 向上しました。
※2 Suzuki Composite Electrochemical Material
※3 欧州EURO（ユーロ）3モード走行時。
実際の走行では、条件（気象・道路・車両・運転・整備などの状況）に応じて燃費が異なります。

■将来の技術････３次元カムエンジンの開発
一般走行で多用される低負荷域ではバルブリフト、作用角は小さく、バルブを早く閉じることでミラーサ

イクル化（膨張比＞圧縮比）し、ポンピングロスを低減させ燃費効率を約10%※4　 向上させています。高

出力を発生する高負荷域では、従来の同サイズエンジンよりバルブリフトと作用角を大きくすることで、

出力、トルクを向上させることができ、トルクで最大6%向上しています。
※4  60km/h走行時　

３次元カムは、あらゆる運転条件に最適

な2次元カムプロフィール（バルブリフト、作

用角、タイミング）を3次元マップ状に連続

的に形成させています。図は3次元カムを

構成する代表的なバルブリフトカーブを示

しています。

従来のバルブリフト
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Topics
トピックス

●「低価格・低環境負荷を実現した高速めっきシステムの開発と実用化」により「市村産業賞 貢献賞」を受賞
スズキは、「低価格・低環境負荷を実現した高速めっきシステム

の開発と実用化」について、産業分野で優れた技術開発・功績に

対して授与される「市村産業賞 貢献賞」を受賞しました。「高速め

っきシステム」は、電解エッチング法やクローズドめっき法を総称する

もので、エンジンの主要部品であるシリンダの内壁にめっきを施すシ

ステムです。めっきの処理時間短縮や、薬品使用量の低減により

環境負荷を低減させることができます。

スズキではこの技術を主要な二輪車に採用し、タイやインドネシ

アの海外二輪車工場へも展開、今後は四輪車への実用化に向け

取り組んでいきます。

現在、アドレスV１２５G、SFV650などに、このめっきシリンダが採

用されています。

業
績
名

低価格・低環境負荷を実現した高速めっきシステムの開発と実用化

（1） アルミダイカスト合金へ適用可能なめっき前処理技術

（2） 環境負荷を低減しためっき前処理技術化

（3） めっき時間を大幅に短縮したクローズドめっき技術

受賞
理由

従来のめっきシリンダは製造コストが高く、生産工程でも多く
の薬品を使用することにより環境影響が大きかったが、この
度、地球環境に優しいめっきシリンダを低価格で生産できる
新技術の開発・実用化に成功したことが評価された。
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環境に配慮した製品開発／06 騒音の低減

二輪車
●製品全体の取り組み
環境問題のひとつである道路交通騒音低減のため、二輪車の騒音低減に取り組んでいます。

国内ではすべての機種において、2001年（平成13年）規制へ適合を完了させています。

●製品事例の紹介　
騒音低減の取り組みとして、GSR400における実施例を紹介します。

GSR400では、最も厳しいとされる国内騒音規制を満足するために、消音性の高い構造を多く採用するとともに、重量の増加を最小

限に留めるように設計されています。

❶排気音を低減するマフラーにおいては、消音性の高い3室
反転構造を採用しています。

❷エアクリーナーをリブ補強した樹脂製とし、PP材料に添加材
を付加することにより、消音性能を向上しています。また、クリ

ーナーを包み込むガソリンタンク内側に軽量な吸音材を設

置し、消音性能と重量軽減を両立しています。

❸エンジン騒音低減の
ために、エンジン側面

に樹脂製エンジンカバ

ーを設置し内側に吸

音材を張り付けること

で、防音性能を向上し

ています。

❹また、ミッションギヤ軸の加工精度を向上させ、軸の振れ誤差
を従来の1/2に減らし、ミッションギヤを滑らかに噛み合わせ

ることにより、ギヤノイズを低減するとともに、ミッションギヤを

支えるエンジンケースの肉厚を部分的に変更し、ケース剛性

を高め、エンジン騒音の低減を図っています。

　下図の3種類の色の部分をそれぞれ異なる板厚に設定し、

最適化を図っています。

ガソリンタンク内側の吸音材
（銀色のシートが吸音材）
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環境に配慮した製品開発／06 騒音の低減、07 ＬＣＡ（Life Cycle Assessment：ライフ・サイクル・アセスメント）

❺そして、エンジン下部にロアカバーを設置し、その内側に吸

音材を設けることで、エンジン騒音を低減しています。

❻スプロケットカバーの後ろ面に吸音材を貼り付けフレームと

の隙間を埋めることにより、ドライブチェーンの騒音を防音し

ています。

●将来の技術　
CAE※による消音構造の最適化、軽量で高い消音性能の吸音材や制振材の効果的な配置など、より軽量で効果の高い騒音対

策技術を開発中です。

また、精度の高い実験を行うための設備導入を行い、より効率的な開発を進めていきます。
※CAE ： Computer Aided Engineering

コンピュータ技術を活用して製品の設計、製造や工程設計の事前検討の支援を行うこと。

07 ＬＣＡ（Life Cycle Assessment：ライフ・サイクル・アセスメント）

スズキは材料製造から廃棄されるまでのスズキ製品の生涯における環境負荷を評価するために、LCAを導入しています。08年度は、

ワゴンＲ、スイフトなど複数の車種のＬＣＡ評価を行いました。以下のグラフは、ワゴンRの生涯におけるCO2排出割合を示したもので、走

行段階で発生するCO2が生涯に発生するCO2の約80%を占めています。

●スズキのLCA評価ステージ
●ワゴンＲの生涯における各ステージのCO2排出割合
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環 境に配慮した生産活動

環境に配慮した生産活動／01 地球温暖化対策

　環境保全への取組みは、地球温暖化対策（省エネルギー・CO2削減）、廃棄物削減と省資源、環境負荷物質管理、グリーン調
達、地域とのコミュニケーション等多岐に渡っています。生産活動に於ける環境対策の具体的事例とその効果について紹介し
ます。

01 地球温暖化対策

スズキ自社工場、製造グループ会社のCO2削減
2008年度の生産工場に於ける、エネルギー起源のCO2総排出量は373千t（前年比10.8%減），売上高当たりの数値換算では、

1990年比23.5%減（前年比では7.3%増）となりました。生産工場に於いては、蒸気圧力の低減や電着塗装循環ポンプの間欠運転

など、省エネ活動は着実に成果を上げています。今後は更なる改善活動と共に自然エネルギーの利用拡大などに向け、積極的に取り

組んでいきます。

※ ＣＯ２換算係数：（社）日本自動車工業会より
注）ＣＯ２算定に当り、本年より（社）日本自動車工業会の最新係数を用いた関係で、過去に遡り修正をしています。

CO2排出量
（千t）

高塚工場 11.9
磐田工場 48.5
湖西工場 98.3
豊川工場 10.0
大須賀工場 49.6
相良工場 71.5

CO2排出量の推移

工場別CO2排出量

生産活動と環境負荷
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環境に配慮した生産活動／01 地球温暖化対策、02 資源の有効活用

工場の省エネ活動
生産工場での省エネ活動は、国内のみならず海外に於いて

も地道な改善活動を展開し、一定の成果を上げています。国

内６工場及び海外工場での具体的な取組みとCO2削減効果

を以下に示します。

国内、海外共に設備運転条件の見直し、高効率機器への

転換等が対策として有効でした。

代替エネルギーの推進
地球温暖化対策の一環として、湖西工場には２基の風力

発電及び、工業用水の受水圧力を利用した小水力発電、ま

た、研修センターにも１基の風力発電設備を導入し、代替エ

ネルギ－の積極的な利用を進めています。

【代替エネルギーＣＯ２削減量】

【国内、海外工場の省エネ対策】

主な対策項目 国内工場
削減量

海外工場
　削減量※1　

ライン停止時の
エネルギー供給停止 527t 895t

設備運転条件適合、最適化 341t 888t
高効率機器への転換
（インバータ化等）　 63t 293t

設備の集約、小型化 － 86t

【代替エネルギー発電量】
発電量（kWh）

風力発電（湖西工場・研修センター） 1,638,022
小水力発電（湖西工場） 84,215

※1 インドマルチ社（グルガオン、マネサール工場）
※2 自家発電を行っている関係で、電力・CO2換算係数は、日本国内換算係

数と比較して2～2.5倍程大きな値となっています。

国内６工場 海外工場※1　
CO2削減量（年間） 1,560t 2,260t※2　

廃棄物など※の流れ（単位：千t/年）

※廃棄物など ： 廃棄物と有価発生物を合わせたものをいう。
注：集計範囲はスズキ単独

02 資源の有効活用
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環境に配慮した生産活動／02 資源の有効活用

廃棄物削減
国内自社6工場では廃棄物削減、リサイクル促進により、

2001年8月に埋立廃棄物のゼロレベル化※1　 を達成し、以降

は埋立廃棄物のゼロレベル化を継続中です。

国内製造グループ会社につきましても、埋立廃棄物の集計

を始めた2002年度（1，370ｔ）の1％未満となり、2008年度ゼ

ロレベル化※2　 を達成しました。

今後の目標は、埋立廃棄物のゼロレベル化を継続すると共

に、更なる削減を進めます。
※1 スズキのゼロレベル化定義 　　　　　 　
埋立廃棄物が1990年度（24,675t）の1％未満であること。

※2 国内製造グループ会社のゼロレベル化定義
埋立廃棄物が2002年度（1,370t）の1％未満であること。（国内製造グル
ープ会社で2002年基準としているのは、取組みスタート年を示しています）

国内自社6工場の廃棄物など総排出量と埋立量

国内製造グループ会社（9社）の
廃棄物など総排出量と埋立量

※3 アスベスト調査、回収を実施し、その結果発生してしまった分について、現
状ではリサイクル困難なため、埋立て処分としました。

注：集計範囲はスズキ単独

注：集計範囲はスズキ単独

注） 国内自社６工場及び製造グループ会社の総排出量には一部非生産部
門からの排出物も含まれています。将来的には、生産，非生産全てを含め
た総排出量という形に変更して行きます

注） 排出量とは発生した廃棄物など総発生量の内、会社敷地外に出ていく廃
棄物・有価発生物をいう。

廃棄物焼却量削減
廃棄物焼却量は、２０００年に対して5.57%の削減（前年

比：8.23%減）を行いました。

焼却可能な廃棄物は、湖西工場に設置しているダイオキシ

ン対応の焼却炉で一括処理し、廃棄物の減量化と熱エネルギ

ーの有効利用を行っています。

また、焼却管理にO2制御を採用することでダイオキン排出

量を抑制しています。この結果、2008年度の測定結果は

0.012ng-TEQ/Nm3であり、規制値の5ng-TEQ/Nm3を大き

く下回りました。

省資源
●水の使用量削減
国内工場では節水と排水再利用に取り組み、水使用量の

削減を進めています。

具体的には、密閉式冷却塔の採用、小型空調機の空冷

化、節水栓の採用、雨水の利用、冷却水の回収、工場排水の

再利用等を行っています。

これら取り組みの推進によって、水の使用量を総量で前年

度比11%削減しました。

水使用量

廃棄物焼却量
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環境に配慮した生産活動／03 環境リスクの低減

03 環境リスクの低減

●土壌・地下水に関する取り組み
1999年1月に高塚工場敷地内で、有機塩素化合物（トリク

ロロエチレン、シス-1,2-ジクロロエチレン）による地下水汚染が

判明して以降、地下水の浄化と敷地境界での測定を継続して

います。　

2008年9月、高塚工場西境界（観測井戸）での定期測定に

於いて、ふっ素濃度が地下水環境基準を超過。また、2009年

1月、高塚工場北西境界（観測井戸）の定期測定にて、ほう素

濃度の地下水環境基準超過が判明しました。浜松市による工

場周辺の井戸水調査では、全ての井戸で基準以内であること

が確認されましたが、双方に対して、以下の対応を行いました。

（ふっ素）

特定される汚染原因がないことから、以後月１回の測定によ

る経過観察を行っています。

（ほう素）

めっき工程のほう素を含む廃液が、受槽から漏れた事が原因

と考えられるため、直ちに受槽を修理し、再発防止のため、受槽

を二重化しました。

●汚水の流出防止活動
スズキは、社内の分析部門において、工場排水・地下水・工

程水の測定を定期的に実施し、汚水が流出しないように水質

管理および維持に努めています。

万が一、水質に異常が発生した場合は、関係部門に連絡

し、適切な対応がとれる体制が構築されています。

（事例）

2009年1月高塚工場にて、工程水の漏洩による地下水汚

染を発生させてしまいました。現在は、汚染された地下水の拡

散を防止すると共に、定期的な監視を行っています。

また、高塚工場では、工場排水中の窒素含有量削減（削減

率88％）や、佐鳴湖の水質浄化への協力など、積極的な地域

貢献を行っています。

分析作業風景

SOx排出量

●SOx・NOx排出量の管理（国内自社6工場）
大気汚染を防止するため、ボイラー等から排出されるSOx

（硫黄酸化物）とNOx（窒素酸化物）に対して規制値よりも厳

しい自主基準値を決めて維持管理し、SOxとNOx排出量を低

減しています。 

NOx排出量

●PCB(Polychlorinated Biphenyl：ポリ塩化ビフェニル)の管理
PCB（ポリ塩化ビフェニル）を含むトランス、コンデンサ、安定

器については、5工場で計1,428台を管理しています。このう

ち、2工場で9台使用し、残り1,419台を施錠して保管していま

す。また、2001年7月に施行された「PCB廃棄物の適正な処

理の促進に関する特別措置法」に基づき、PCBの保管状況

等の届出をしました。

●臭気･騒音の低減
臭気・騒音等は法令を遵守していても地域の皆様に不快感

を与えてしまうことがあります。CSRの基本となる法令遵守は

最低限の責任であり、地域から信頼される工場を目指して、今

後も発生源対策や防音、脱臭などの対策を進めていきます。
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環境に配慮した生産活動／04 環境負荷物質の管理と低減

04 環境負荷物質の管理と低減

●PRTR（環境汚染物質排出移動登録）対象物質
環境負荷低減のため、PRTR対象物質の排出量削減に取

り組んでいます。塗料及び洗浄シンナー中のPRTR物質の削

減などを実施し、2008年度の年間排出量は、前年比9.4%減

の1,260tでした。

●VOC（揮発性有機化合物）
VOCは主に塗装工程で使用する溶剤です。スズキは塗装

工程で使用するVOC排出量の削減に取り組んでおり、2008

年度の四輪ボディー、バンパー塗装及び二輪車塗装からの排

出量は62.0g/m2、前年より3.4g/m2削減しました。

なお、自工会のVOC排出量削減の自主行動計画では、従

来の四輪ボディー塗装に加えバンパー塗装及び二輪塗装を

含めて取り組むこととなりました。スズキもこれに合わせて取り

組みます。

国内工場では、大須賀工場のブレーキドラム塗装工程の一

部で水性塗料を使用しています。 

相良四輪組立工場では、2009年4月より水性塗料の使用

を開始しました。

また、海外工場ではVOC低減のため、マジャールスズキ（ハ

ンガリー）の新工場で2005年1月より水性塗料の使用を開始

しました。

●新規購入物質
塗料、油脂、洗浄剤等の原材料を新規に調達する必要が

生じた場合は、その含有化学物質の有害性、使用量、使用方

法及び保管方法等について、環境管理部門が審議して調達

可否を決定します。この際に得られた物質のデータはPRTRの

データとして管理し、その後の使用量削減に向けての取り組み

対象とします。また、原材料のMSDS※は、最新情報を維持す

るよう管理しています。
※MSDS（化学物質安全データシート：Material Safety Data Sheet）：化学
物質の名称、物理化学的性質、危険有害性（ハザード）、取扱上の注意等
についての情報を記載したシート。

PRTR対象物質の使用量と排出量
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05 リデュースの推進

環境に配慮した生産活動／05 リデュースの推進、06 グリーン調達の推進 

3Rで最初にすべき項目は、リデュース（排出量削減）です。

このため、スズキは小少軽短美の方針の下、材料使用量低減に取り組み、リデュース（排出量削減）を推進しています。

●資源有効利用促進法への取り組み
2001年4月に施行された資源有効利用促進法に基づいて

「副産物の発生抑制等に関する計画書」の作成と実績の報

告を実施しています。これは金属くず、鋳物廃砂の発生を抑制

する目的で行っており、2008年度の出荷額あたりの副産物発

生量は7.4t/億円となりました。2011年度目標値は、7.3t/億

円としています。

06 グリーン調達の推進

2008年10月1日に「スズキグリーン調達ガイドライン」を改

訂しました。

今回の改訂により、スズキの要管理化学物質の対象を、自

動車業界における世界的な統一申告物質リスト（GADSL※）

と同一化することにしました。

従来の管理が必要な管理対象物質リストは、ガイドライン改

訂までの間固定化されていましたが、WEB上でGADSLにリン

クすることにより、GADSLの改訂に合わせてスズキの要管理

対象物質として取り込むことができるようになりました。

また、欧州化学物質管理法規（REACH）などをグリーン調

達に必要な対象法規に加えました。

さらに、REACH対応が必要なお取引様には、個別に

REACH規制説明、対応方法の打合せを行い、一緒になって

法規の遵守に取り組むことにより、一層のグリーン調達の推進

を図っています。

スズキは、この「グリーン調達ガイドライン」に基づき、上記の

様に、最新法規に準じた部品・材料作りを促し、環境保全に積

極的なお取引先様を優先することにより、環境負荷の少ない

部品・材料等の調達活動を進めています。
※GADSL ： Global Automobile Declaration Substance List （業界共通

の管理リスト）

出荷額当たりの副産物発生量

グリーン調達に関する説明会
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環境に配慮した物流活動／01 輸送の効率化・省エネルギー化

環 境に配慮した物流活動
　消費者の皆様とスズキをつなぐ物流活動は、環境に関して取り組むべき重要な課題です。スズキはエネルギ－の効率的利用
や3Ｒの推進等の改善を通して環境負荷低減に取り組んでいます。

スズキでは、2006年4月改正省エネ法施行を機に、社内体制の再整備をこれまで進めてまいりました。

輸送の効率化、省エネルギー化をさらに推進しています。

輸送距離の短縮（四輪エンジン・四輪車輸出）
2008年度には、相良エンジン工場に隣接し

た組立工場を新設、また生産車輌を御前崎港

に出荷港を変更することで、従来の輸送距離と

比較して大幅に輸送距離を短縮しました。

01 輸送の効率化・省エネルギー化

組立工場エンジン工場 港
80km（従来）

（現在）

23km

組立工場エンジン工場 港
1km 18km

輸送の効率化（二輪車）
生産から販売店へ届けられる輸送過程において、物流拠点

を大消費地に統合しました。また物流拠点から販売店への輸

送においては、他社との共同輸送を実施し、輸送の効率化を

図っています。

輸送距離の短縮（工場への納入部品）
部品を輸入する際、港から倉庫を経由して工場へ納入して

いますが、倉庫を順次廃止して工場で保管することにより部品

の横持ち※運搬を廃止しています。

また、タイヤの納入についても一部の弊社工場ではタイヤメ

ーカーの工場から直接納入し横持ち運搬を廃止しています。
※横持ち：生産用部品を生産と関係のない倉庫に一時保管してから生産工場

へ納入する運搬のこと。

スズキ（株）大阪配車センター（二輪）
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環境に配慮した物流活動／01 輸送の効率化・省エネルギー化

モーダルシフト（四輪車海上輸送の推進）
スズキの国内向け四輪車輸送は、海上輸送と陸上輸送の2つの形態を取って

います。

東北以北、中国、四国以西については、海上輸送を推奨しており、CO2の排出

量削減と経済性を考慮し、現在1/3を超える輸送を海上輸送が占めています。

海上輸送によるCO2の排出量はトラック輸送による場合に比べて約1/4と少な

く、全てトラックで輸送した場合に比べて約30％のCO2排出削減につながってい

ます。

エコドライブなどの推進
トラック輸送においてエコドライブ推進活

動に取り組み、合わせてエコドライブ機器装

着車や、アイドリングストップ機器装着車の

増車などにより、燃費が向上しています。

スズキ各製品の輸送依頼を受けて販売

代理店・販売店様に輸送をしているグループ

会社のスズキ輸送梱包（株）では、エコドライ

ブや安全運転の乗務員教育を随時実施し

て安全の確保と環境保全に努めています。

（開催）　スズキ輸送梱包（株）

http://www.suzukitp.co.jp

●マルチ・スズキ・インディア社の取り組み
車輌の輸送方法を従来のトレーラーによる輸送から、専用

の２段式貨物列車によるCO2排出の少ない輸送に切替え、

2009年7月にゴールデンピーコック（Golden-Peacock）エコ

革新賞を受賞しました。

●タイスズキモーター社の取り組み
工場構内でのエンジン搬送トラックに、従来は廃油として売

却処分していた完成検査後の実車から回収したガソリンを使

用しています。

Topics
トピックス

海外工場における物流に関する取り組み
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環 境に配慮した市場活動
　消費者の皆様に製品を利用していただいた後、環境に配慮した適切な処理が行なわれるよう各取り組みを行っています。
　また、スズキグループ代理店及び非製造会社の環境管理に努め、環境保全を推進しています。

01 スズキグループ代理店及び非製造会社の環境管理の推進

スズキは環境保全に配慮した事業活動をグループ会社にも展開するため、2007年12月に改訂した「スズキ環境保全取り組みプラ

ン」に基づき、グループ全体での環境管理に努め、環境保全を推進しています。

2008年度は、国内では全国の販売代理店59社・非製造会社3社  合計62社が、省エネルギーへの取り組みとエネルギー使用量・

廃棄物排出量の削減、リサイクル法への対応の継続を実施し、環境保全活動に取り組んでいます。

海外では、代理店など21社のグループ会社に対して、環境情報調査を実施しており、管理体制の見直しを図り、今後は国内同様の

環境保全取り組みの展開を進めていく予定です。

環境に配慮した市場活動／01 スズキグループ代理店及び非製造会社の環境管理の推進、02 使用済みの製品の適正処理

02 使用済みの製品の適正処理

四輪車
●2008年度の自動車リサイクル実施状況
スズキは、「使用済み自動車の再資源化などに関する法律」

（自動車リサイクル法）のもと、特定再資源化等物品の①ASR

（Automobile Shredder Residue：自動車破砕残さ）・②エア

バッグ類・③フロン類、の引き取り及び再資源化等に取り組ん

でおり、2008年度（2008年4月～2009年3月）は次のように

実施しました。

①ASRの引き取りと再資源化
ASRの引取りと再資源化は、日産自動車、マツダ、三菱

自動車などの自動車メーカー等13社（2009年10月1日現

在）と「ART（Automobile shredder residue Recycling 

promotion Team：自動車破砕残さリサイクル促進チーム）」を

結成し、法規要件の遵守、適正処理、再資源化率の向上、処

理費用の低減を目標に、全国のリサイクル事業者と連携しなが

ら取り組んでいます。

2008年度のASR再資源化率は75.3%と、2015年度法

定基準値を前倒しで達成しました。

②エアバッグ類・フロン類の引き取りと再資源化など
エアバッグ類の引き取りと再資源化及びフロン類の引き取

り破壊は、全自動車メーカー等と共同で「一般社団法人自動

車再資源化協力機構」を設立し、全国のリサイクル事業者と

連携しながら取り組んでいます。

2008年度のエアバッグ再資源化率は94.3％と法定基準

値を達成し、フロン類は73,324Kgを引き取り破壊しました。

日本でのリサイクルへの取り組み

今後も、使用済み自動車のリサイクルを一層推進するため、

リサイクルが容易な製品造り、省資源化と資源の有効利用、

廃棄物の削減、リサイクル費用の低減、安定的なリサイクル体

制の構築に向け、継続して取り組んでいきます。

●2008年度再資源化等の実績
〈三品目再資源化等実績の概要〉

ASR

引取量／
引取台数 37,894トン/339,627台

再資源化量 31,860トン
再資源化率 75.3％

エアバッグ類

引取重量／
引取台数 9,919kg/37,190台

再資源化重量 9,351kg
再資源化率 94.3％

フロン類 引取重量／
引取台数 73,324kg/249,113台

払い渡しを受けた預託金の総額 1,861,141,075
再資源化等に要した費用の総額 ※1,931,656,465

収　　　支 △70,515,390

〈収支〉

※上記の再資源化等に要した費用の総額には、スズキで要した費用の一部
を含んでいます。

なお、2008年度の再資源化実績に関する詳細は、スズキ

ホームページ（http://www.suzuki.co.jp/about/csr/recycle/report/

index.html）をご覧ください。

（単位：円）
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環境に配慮したオフィス活動／01 省エネルギーの推進

環境に配 慮したオフィス活動
　製品開発や販売だけでなく、自らが働くオフィスなどについても環境に配慮した活動を従来より行っています。2005年度か
らは「チームマイナス6％」に参加、省エネルギーとCO2削減活動に取り組んでいます。

01 省エネルギーの推進

省エネ月間の取り組み
スズキでは、オフィスの省エネ活動に積極的に取り組んで

おり、パソコン機器の省エネ使用などを全社的に展開してい

ます。2009年2月の省エネ月間では、本社や工場のオフィス

部門等において省エネアイデアを募集し、753件のアイデア

が提案されました。効果のある提案については、横展開を図

って省エネに取り組んでいます。それらの省エネ活動の結果、

2008年度の従業員一人当たりのCO2排出量は、対前年比

で6.5%削減することが出来ました。

「チーム・マイナス6％」への参加
スズキは、2005年8月に、環境省の提唱で始まった国民運

動「チーム・マイナス6％」へ参加しました。チーム・マイナス6％

では、CO2削減のために、【具体的な6つの行動】が提案され

ており、スズキもこれを基本にして取り組んでいます。

ここでは、「具体的な6つの行動」のうちの2項目について、ス

ズキでの取り組みを紹介します。

①冷房は28℃に、暖房は20℃に設定しよう！
2000年度から、夏期のクールビズ「ノーネクタイ・半袖シャ

ツ」運動を実施しています。毎年6月～9月までの3ヶ月間、スズ

キの従業員は、ノーネクタイ・半袖シ

ャツで仕事をしています。

またこの期間中、スズキの全事

業所では、事業所の出入口・食堂な

ど社外よりご来訪された方の目にも

止まりやすい場所に、「ノーネクタイ・

半袖シャツ実施中」のポスターを掲

示し、お客様やお取引先様に対して

も、ノーネクタイ・半袖シャツでのご来

訪を推奨しています。

社内に掲示した
「エコドライブをしよう」のポスター

「エコドライブ」の
ステッカー

①冷房は28℃に、暖房は20℃に設定しよう！
②蛇口はこまめに閉めよう！
③エコドライブをしよう！
④エコ製品を選んで買おう！
⑤過剰包装を断ろう！
⑥コンセントからこまめに抜こう！

【具体的な6つの行動】

2008年度では、

（1）「エコドライブ」について従業員の啓発教育

●新入社員に対し「エコドライブ教育」を実施

●「エコドライブをしよう」ポスターの掲示

●社用車へ「エコドライブ」ステッカーを貼付け

●社内報、社内ホームページに、「エコドライブ」推奨記事を掲載

（2）「エコドライブ」教育環境の整備

●エコドライブ教材（DVD）の社内貸出し

●地球温暖化防止活動推進センター主催の講習会に、社

内エコドライブ指導員が参加し、社内講習会が実施出来

る体制作り

などを実施し、さらなる省エネルギーとCO2削減に取り組んでい

ます。

③エコドライブをしよう！
スズキでは、2002年度から「アイドリングストップ運動」を開始し、

●「アイドリングストップ」ポスターの掲示

●社用車への「エコドライブ」ステッカー貼付け

●社用車運行日誌に「アイドリングストップ」時間の記入を実施

などで、全従業員に意識付けし、省エネルギーとCO2削減に努

めてきましたが、この運動を拡大し、「アイドリングストップ」を含

めた10の推奨項目から成る「エコドライブ推進運動」に発展さ

せました。

社内に掲示した「ノーネク
タイ・半袖シャツ」ポスター
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環境 教育及び情報公開
　環境教育を通じて、従業員一人ひとりが地球環境問題への関心を高めるとともに、環境保全活動の重要性を理解し、環境を
考慮した事業活動を行うように取り組んでいます。
　また、地域社会の皆様とのコミュニケーションやイベントへの参加などを通して、環境情報の提供も積極的に行っています。

環境教育及び情報公開／01 従業員の環境教育・啓発

01 従業員の環境教育・啓発

●階層別教育
従業員育成プログラムの一環として、新入社員教育にスズ

キの環境理念や環境方針、環境課題、エコドライブ推進など

の基本的な環境教育を取り入れており、新入社員の環境への

意識改革を行っています。また、業務に合わせた職能別環境

教育、管理者等への環境内部監査員教育なども行っていま

す。特に工場では、環境事故などを未然に防ぐために、環境上

重要な工程の作業者への教育を中心に、工場新入社員への

導入教育、役職者教育、そして工場全体教育などを計350回

実施しました。

●有資格者の育成
有資格者育成にも積極的に取り組んでおり、公害防止管

理者194名、エネルギー管理士26名、環境内部監査員677

名を育成しました。

●海外研修生
2008年度、工場管理、生産技術、設計担当者及び責任者

を対象に、海外研修生を345名受け入れ、「環境方針」「廃棄

物の分別」「省エネ対策」等の環境教育を実施して、環境保

全活動の海外への展開を図っています。

スズキでは、従業員一人ひとりの業務内容や立場に合わせた階層別教育を実施するとともに、環境取り組み推進に必要な有資格

者の育成を行っています。また、環境保全活動をグローバルに展開するため、海外研修生を受け入れて、環境教育を行っています。

海外工場での環境教育取り組み（タイ：タイスズキモーター社）

環境法規などに対するコンプライアンスを確実にするために、35名で構成された環境教育委員会を組織しました。当委員会で

は、国の環境庁や県の環境局による環境汚染に対する「国策説明」「活動要請」の外部講習を受講し、従業員向けに内部講習

を行っています。

今年は新人への環境教育も計画しています。
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国内製造グループ会社
●（株）スズキ部品浜松

＜水質関係（排水口）＞　年間排水量：123,821m3
項　目 規制値 実　績 平　均
pH 5.8～8.6 6.8～7.7 7.2
BOD 20 0.5～2.8 1.0
SS 40 1.0～7.0 3.0
油分 5 0.5～1.9 0.9
全窒素 60 1.4～10.0 5.2
亜鉛 3 0.05～0.16 0.1

＜大気関係（排気口）＞
物　質 設　備 規制値 実　績 平　均
NOx アルミ溶解炉 15 1未満 1未満
ばいじん アルミ溶解炉 0.075 0.02未満 0.02未満
塩素 アルミ溶解炉 30 0.9未満 0.9未満
塩化水素 アルミ溶解炉 80 1.2～3.8 2.5
フッ素・
フッ化水素 アルミ溶解炉 3 0.7未満 0.7未満

＜PRTR対象物質（PRTR法に基づく集計値）＞ 単位： kg/年

物質
番号 物 質 名 取扱量※ 排　出 移　動 リサイクル 消却除去 製 品大気 河川 土壌 埋立 下水道 廃棄物
227 トルエン 210 210 0 0 0 0 0 0 0 0
253 ヒドラジン 20 0 0 0 0 0 20 0 0 0
※ 有効数字2桁でまとめているため、取扱量（合計）が右の内訳（排出、移動、リサイクル、焼却除去、製品）の合計とずれる場合があります。

【業務内容】 自動車部品切削加工、

 ダイカスト鋳造と切削加工

【敷地面積（建物面積）】 64,525m2

【業務内容】 自動車部品の鋳造、

 熱処理及び歯切加工

【敷地面積（建物面積）】 82,350m2（38,000m2）

【従業員数】 439人

【所在地】 静岡県磐田市南平松7-3

【従業員数】 544人

【所在地】 静岡県浜松市北区引佐町井伊谷500

●スズキ精密工業（株）

＜水質関係（排水口）＞　年間排水量：86,488m3
項　目 規制値 実　績 平　均
pH 5.8～8.6 6.6～7.4 7.1
BOD 15 2.4～12 6.7
SS 20 2～4.5 2.1
油分 5 0.7～3.0 1.8
全窒素 60/120 16～28 20.7
全リン 8/16 0.04～0.10 0.08
亜鉛 1 0.05～0.20 0.10

＜大気関係（排気口）＞
物　質 設　備 規制値 実　績 平　均

NOx
連続浸炭炉 180 48～50 48.9
焼鈍炉 180 48～50 48.6

冷温水発生器 150 39～52 51.3

SOx
（K値）

連続浸炭炉 17.5 0.08～0.09 0.086
焼鈍炉 17.5 0.08 0.08

冷温水発生器 17.5 0.07～0.16 0.115

ばいじん
連続浸炭炉 0.2 0.01 0.01
焼鈍炉 0.2 0.01 0.01

冷温水発生器 0.1 0.01 0.01

＜PRTR対象物質（PRTR法に基づく集計値）＞ 単位： kg/年

物質
番号 物 質 名 取扱量※ 排　出 移　動 リサイクル 消却除去 製 品大気 河川 土壌 埋立 下水道 廃棄物
1 亜鉛の水溶性化合物 1,200 0 0 0 0 0 0 1,000 0 170
16 2-アミノエタノール 21 0 0 0 0 0 21 0 0 0
40 エチルベンゼン 8.4 8.4 0 0 0 0 0 0 0 0
63 キシレン 50 50 0 0 0 0 0 0 0 0
224 1,3,5‐トリメチルベンゼン 32 32 0 0 0 0 0 0 0 0
227 トルエン 120 120 0 0 0 0 0 0 0 0
232 ニッケル化合物 8.5 0 0 0 0 0 0 7.4 0 1.1
270 フタル酸ジ-n-ブチル 1.1 0 0 0 0 0 0 0 0 1.1
304 ホウ酸及びその化合物 140 0 0 0 0 0 140 1.6 0 120

309 ポリ（オキシチレン）=ノニフェニルエーテル 33 0 0 0 0 0 29 0 0 4.3

311 マンガン及びその化合物 1,000 0 0 0 0 0 0 880 0 0
※ 有効数字2桁でまとめているため、取扱量（合計）が右の内訳（排出、移動、リサイクル、焼却除去、製品）の合計とずれる場合があります。

社会への責任環境への責任CSRの考え方ごあいさつ
スズキ環境・社会レポート2009環境データ集 工場・会社別環境データ
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1999年
11月

インドのマルチ・ウドヨグ社（現：マルチ・スズキ・インディア社）でISO14001の認証を取得
有機溶剤を使用せずに超音波で洗浄する、環境に配慮した超音波卓上洗浄機「SUC-300H・600H」を新発売

12月 「エブリイ天然ガス（CNG）自動車」を新発売

2000年

1月 小型のバンパー破砕機を自社開発
2月 スペインのスズキスペイン社でISO14001の認証を取得
6月 カナダのカミ・オートモティブ社でISO14001の認証を取得

7月 環境に配慮した電動車「セニアカー」の輸送用パッケージが、日本パッケージングコンテストで
「ロジスティクス賞」を受賞

10月 電動アシスト自転車「LOVE（ラブ）」をフルモデルチェンジし発売

11月 環境に配慮した電動車「セニアカー」の輸送用パッケージが、世界パッケージングコンテストで
「ワールドスター賞」を受賞

12月 豊川工場でISO14001の認証を取得

2001年

1月 国内のニ・四輪工場の塗装工程での鉛使用を全廃
3月 バンパー破砕機の設置を全国に拡大

4月
技術、製品、製造、流通等の環境問題を担当する環境企画グループを新設
環境問題への取り組みを強化するため、これまでの環境問題審議会に替わり環境委員会を設置

8月 埋立廃棄物を大幅に削減し、ゼロレベル化目標を達成
10月 GMと燃料電池技術分野で相互協力

2002年
1月 電気自動車のコンセプトカー「Covie」がデトロイトモーターショーにおいて、米オートモーティブ・ニュース誌の

「コンセプトカー最優秀環境賞」受賞
3月 アイドリングストップ運動開始
7月 軽四輪車用エンジンで初めて、低燃費と高出力を両立した直噴ターボエンジンを実用化

2003年

1月
軽乗用車で初となるハイブリッド自動車「ツイン」を新発表
省資源に優れた新発想のスクーター「チョイノリ」を新発表

3月
磐田工場でISO14001の認証を取得
本社工場でISO14001の認証を取得
風力発電設備を引佐研修センターに設置

7月 IMDS（International Material Data System）に加入

9月
グリーン調達ガイドラインを発行
「超-低排出ガス」認定車を発売

2004年

1月 自再協、ART を他社メーカーと共同で設立
2月 風力発電装置を湖西工場に設置（2基）

7月
二輪車リサイクル料金を発表
使用済み自動車（四輪車）リサイクル料金を発表

8月
日本国内で初めて燃料電池車用700気圧圧縮水素貯蔵システムの認可を取得
カーシェアリング（車両共同利用）システムに対応した「MRワゴン カーシェアリング専用車」を発売

2005年
7月 アルミ表面のアルマイト皮膜を平滑化し、耐食性、耐久性を向上させる「ハイパー・アルマイト」を開発
8月 「チームマイナス6％」に参加
10月 舟艇工業会による「FRP 船リサイクルシステム」への参画とリサイクル料金の発表

2006年 9月 燃料電池を搭載した電動車いす「MIO（ミオ）」を開発し、国際福祉機器展に参考出品

2007年
10月 燃料電池二輪車「クロスゲージ」を開発し、東京モーターショーへ参考出品
11月 スズキ環境管理規程の制定

2008年
4月 スズキの“歴史”と“ものづくり”を紹介する「スズキ歴史館」が開館
6月 新開発の燃料電池車「SX4-FCV」の大臣認定を取得
7月 北海道洞爺湖サミット 国際メディアセンター「環境ショーケース」に「SX4-FCV」を出展

社会への責任環境への責任CSRの考え方ごあいさつ
スズキ環境・社会レポート2009環境データ集 環境取り組みの歴史




